　
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和7年7月11日（金）　　　　　　　　　　　　　司会・記録：中野　円香
	赤坂
	中野
	佐藤
	藤原
	坂本
	川守田
	菊地
	竹ヶ原
	田浦
	木村(直)

	深
	〇
	休
	休
	深
	吸
	○
	休
	休
	準

	荒谷
	橘
	坂澤
	角濱
	矢幅
	橋本
	佐々木
	木村（誠）
	奥寺
	織田

	○
	　準
	○
	○
	○
	○
	深
	準
	遅B
	○

	荒木田
	久保
	ラダ
	エカ
	細海
	上野(由)
	
	
	
	

	休
	休
	〇
	〇
	○
	〇
	
	
	
	



＜連絡事項＞
・特記事項なし
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＜入室状況＞
【入院】
・梅田　とよ子様～東D18　医療保護入院
・松橋　和大様～東　　　　医療保護入院

【転出】
・東野　愛様～東D18　→　西B26

【転入】
・風張　久美子様～西B26　→　東合

＜患者様連絡事項＞
・風張　久美子様～ゼプリオン水懸筋注100mg　1キット　右肩に筋注実施。

・小向　ちせ様～7/17、三戸中央病院　整形外科へ受診予定。入院証明書依頼済。

・小栗　健太郎様～スタッフにより対応を変え、投薬中にも話掛けを続け、2時間以上拘束させる事、入室拒否や、暴れてやると言った操作的・脅迫的な言動が目立ってきている事、頓服薬では効かない為、注射薬の要求が聞かれている事等情報提供。開放時間を拡大しているが、開放時間を縮小させてよい事、本日より増薬している為、注射ではなく、頓服薬での対応継続の指示を受ける。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放観察中、詰所に無理やり入ろうとする事や他室入室あり。自制出来ず、早めに開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。9:00～16:00の開放観察指示あり。妄想言動あるが不穏・興奮なし。
他患トラブルもなく過ごされている。過度な飲水要求なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。9:00～20:00の開放観察指示あり。ホールにて静穏にすごされて
いる。スタッフの動向を気にしている様子見られるが操作的言動や過度な話し
かけはなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～終日隔離中。対面時気分高揚さ見られるが、以外は臥床して過ごされ、不穏・興奮
なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜小栁Dr.診察＞
・長根　瞳様～主治医より昨日出来事への振り返り実施し、まずは苛々する時は自分からスタッフ
へ申告し頓服薬を服用することができるようになることが必要であり、それが出来
たら開放観察等検討していくこととしている。7/16からの臨時薬コントミン増薬し
ている。

・庭田　久美子様～診察時、変わらず薬剤調整希望するも主治医より調整はしないということ繰り返し説明している。五十肩の訴えあるも、そちらも経過観察となっている。7/16からの臨時薬も同内容にて処方継続。

・伊藤　公美子様～診察時本人より「この間は夫が居て言えなかったけど、実は納骨が一番辛い。何かあれば自分のせいにされるから不安で仕方ないので、7/18までは入院したい。退院は18日の午後が都合いい」とのこと。来週月曜に主治医より電話にて夫様にその旨を説明する予定とのことで、来週以降に退院時間など調整していく予定となっている。服薬自己管理については、入院中は実施しないとのこと。

・袴田　裕國様～処方、指示変更なし。

・荒川　スヂヱ様～処方、指示変更なし。

・原　まさ様～診察時、体重増加や四肢の浮腫みを訴え、血圧高値もあることから明日よりアムロ
ジピン（2.5）1T朝に追加となっており、明日から血圧３検の指示あり。主治医よ
り今後デポ剤に切り替えたいこと説明すると本人様了承されている。また本人様も
入院治療に同意されていることから来週以降で入院形態を任意へ変更予定とのこ
とであった。退院後のサービス調整も検討していくように指示あり。

＜入院患者様情報＞
①日　　時：令和7年7月11日　 14：45
　氏　　名：梅田　とよ子（うめだ　とよこ）様
　生年月日：昭和28年9月14日(71)
　病　　名：統合失調症　　
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr.
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット

　＜経過＞
 　令和2年6月30日から、医療観察法入院処遇にて花巻病院へ入院。統合失調症の
診断。クロザリル　150mg使用中。高血糖気味であることから、注意して処方を行って
いた。同院入院当初は、「宇宙人に言われて放火した」「宇宙人に賠償金を払わせて、
自身の家を建てる」等と話している状況であったが、現在は落ち着いて生活できてお
り、集団生活も問題ない。今後、地域で の生活場所を検討し、指定通院先についても
クロザリル服用中の方であることからも、当院へ対応依頼あり。2回の模擬受診、青山
荘への外泊訓練を経てR6年8月20日に花巻病院を退院し、青山荘へ入所。8月27日
当院へ転院となった。以降は定期的に当院受診し、幻聴はあるが、問題行動などは無
く経過していた。　
　　R7年7月8日定期受診時、採血検査にてWBC2600、好中球37.0％　962でクロザ
リル中止となった。数値が回復するまで毎日採血検査の必要があるが、施設より対応
が難しい事から、R7.7.11、東病棟Dユニットへ任意入院となっている。



②日　　時：令和7年7月11日　 16：00
  氏　　名：松橋　和大（まつはし　かずひろ）様
　生年月日：平成5年9月26日（31）
　病　　名：アルコール離脱せん妄　　
　性　　別：男性
　主 治 医：柞木田Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

今回、令和7年6月2日より適応障害として休職診断書が出され休職となっている。
同時にアルコール問題も抱えており、東都春日部病院ではアルコールによる肝障害を
引き起こしているため治療が必要とのこと八戸市民病院へ紹介状が出されている。現
在は実家のある八戸市へ帰省している。採血データでγ-ＧＴＰが1638と高値である
ことから身体治療を優先してもらうように伝えていた。しかし、帰郷後、2回ほど自
宅を抜け出し、飲酒をしている。更には、「散歩させろ」「酒を飲ませろ」「タバコを
吸わせろ」などと易怒的に要求しているとのこと。7月6日に自宅を抜け出し、店に
侵入し酒を盗み飲酒行動あり。警察より次は逮捕となるとの説明を受けて帰宅してい
る。現在の状態としては、独語や易怒性、アルコールやたばこの要求、疎通が成り立
たないなどがあるとのことで、鑑別診断、症状改善目的にて、東病棟Aユニットへ
医療保護入院となる。
　　
